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篠山市新人大会結果；野球部 準優勝 陸上部 男子優勝・女子準優勝 駅伝／女子準優勝
丹有地区新人大会結果 野球部 3位 ソフトボール部 準優勝（県大会出場） ソフトテニス部 団体3位
個人大健闘 女子卓球部・バレーボール部大健闘 城東味祭り吹奏楽部演奏
台風や雨のせいで予定はかなり乱れましたが、篠

山市新人大会、丹有新人大会、篠山市駅伝大会が無

事終了いたしました。それぞれの大会で一年生も大

活躍しました。県大会に出場するソフトボール部は

丹有代表として、がんばってきてください。大きな

大会は、今後しばらくありませんが、この大会がな

くなるこれからの時期の練習がとても大事

です。基礎・基本をきちんと振り返り、体

力作りをし、この冬に練習を積んでおかないと、春に大きな差となってきます。あっという間に総体はやっ

てきます。平日の練習時間が短くなる今、時間を大切に一つ一つの練習の意味をしっかり考えて、練習を重

ねていきましょう。それは、学習にも同じことが言えます。下校時刻が早くなり、家での時間が増える今、

どのように過ごすかが大切です。毎日の学習の復習、この半年で分かっていなかった不安な部分の学習の復

習、部活の自主練･･･自分で使える時間がいつもよりあるからこそ、どのように使うかで４月に差となって

あらわれます。全て、日々の積み重ねが将来の自分を作り上げるのだという気持ちを忘れることなく、時間

の使い方を考えて生活しましょう。

学級弁論・校内弁論大会終了
１０日（水）に学級で全員が弁論発表を行い（欠

席者は別日の国語の授業で行いました）、その後、

みんなからの投票を中心に選ばれた学級代表弁士

が、１６日（火）に校内で弁論発表を行いました。

多くの人が緊張をしたと言っていましたね。人前で

自分の考えを発表するという体

験は、確かに初めてだったと思

います。恥ずかしいなぁ、こんな

こと人前で

言って大丈

夫かなぁと

思った人も

いることで

しょう。でも、それを受け入れる



心・集団の雰囲気が大切です。自分の考えを伝えて

も大丈夫！みんななら一緒に考えてくれる！こうい

うクラス、学校にしていけば、悩む人もこの世に残

るおかしなことも、トラブルもなくなっていくはず

です。そして、自分が考えみんなの前で発言した内

容も、言うだけでなく実行することで、差別や哀し

い出来事がなくなっていくはずです。また、人の意

見を聞いて、自分に置き換えて考えてみたり、周り

に目を向けておかしいことに気がついたり、人に信

頼される行動とはどういうものを考えたり、この行

事から学ぶことはたくさんあります。弁

論大会をただの行事だと思わず、人間と

して成長させるための行事に、来年以降

もしてください。

文化祭練習
始まる！
１７日から本格

的に文化祭練習が

始まりました。そ

れまでに、練習や

準備がスムーズに進むように、各リーダーが準備を進めて

くれました。それぞれの人が自分たちの仕事をやり遂げよ

うと動いている姿が見られ、うれしいです。文化祭練習期

間に入り、次にやってほしいことはそこに「心」「魂」を

込めることです。どうするのかと言えば、私たちが選んだ

脚本のテーマを伝えるためには、どのような表現をしたら

いいのか、どのような道具を作ったらいいのか？私たちの

選んだ歌はどのように歌えば、思いが伝わるのか？これを

みんなで考え、意見を共有し、自分の役割を通して、クラ

ス全員で表現してほしいのです。文化祭の目的は上手に演

じることや歌うことではないと思っています。

その「歌」「劇」の世界観を EARTH 組はどの
ように表現し、観客に伝えるか？だと思って

います。個々、それぞれで考えるのではなく、

それぞれのパートや係で話し合い、気持ちを

一つにし、３５人で一つの感動を与えてほし

いです。先生に指示をされて動くのではなく、

自分たちで考え、判断し、行動する姿を見せてください。

代表弁士の三人。よく頑張りました。来年は、この三人に負けないよう

な弁論を、皆さんも聞かせてください。また、三人もこの経験を生かし

て、来年はさらにレベルアップした弁論になることを期待しています。

↓各クラス代表弁士１２名の皆さん。堂々としてかっこよかったです。


